
平成２４年３月９日

保護者 様

千葉県立若松高等学校

校長 田 邉 義 博

人権啓発映画上映について（ご連絡）

早春の候、保護者の皆様におかれましては、ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。

さて、本校では、生徒の人権教育の一環として「差別をしない、差別に負けない、差別を許さ

ない人間」づくりを基本方針に、幅広く「人権尊重とあらゆる人々との共生」をはかる人間の育

成を目指して、毎年講演会や映画上映を実施しております。本年度も下記のとおり実施すること

になりましたので、よろしく御配慮の程お願い申しあげます。

記

日 時：平成２４年３月２１日（水） ９：００ ～ １２：４０

場 所：四街道市文化センター大ホール（ＪＲ四街道駅下車徒歩１５分）

四街道市大日３９６ ＴＥＬ：０４３－４２３－１６１８

目 的：映画による人権啓発学習

題 名： ＢＯＸ 袴田事件 命とは」 監督 高橋判明「

２０１０年 日本映画 出版 萩原聖人、新井浩文、葉月里緒奈、村野武範

内 容：昭和４１年６月３０日未明、静岡県清水市で味噌製造会社専務の自宅が放火され、

一家四人が殺害された。静岡県警は、従業員で元プロボクサーの袴田巌を容疑者

として逮捕。頑強に否認していたが、拘留期限３日前に一転自白。熊本典道は、

主任判事としてこの〈袴田事件〉の裁判を担当することになった。しかし、巌は

裁判で犯行を全面否認。典道もまた長時間にわたる取り調べや、供述が二転三転

することから警察の捜査に疑問を抱き始める。

事件は冤罪なのか、それとも巌が真犯人なのか？乏しい物証。強制の疑いがあ

る自白。しかし、警察によって犯行後一年も経つにも関わらず〈新証拠〉が提出

される。困難を極めた裁判は、結果、裁判官の合議の末１対２で死刑判決が確定。

典道は巌の無罪を確信しながらも、死刑の判決文を書かなければならないことと

なった。裁判官を辞職し、苦悩する典道は、巌の無罪を実証しようと動き始める。

人は人を裁くことができるのだろうか？人を裁くことは同時に自分も裁かれる

ことではないか？死刑確定後の現在もなお、冤罪を叫び、再審請求が続けられて

いる〈袴田事件 。苦悩する裁判官の姿を通し、人を裁くことの困難さと命の尊〉

さを描いた傑作が誕生した。

費 用：生徒一人当たり１､０００円(学年積立金より支出)


